
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症キッズサポーター養成講座 

認知症高齢者徘徊ＳＯＳ 

ネットワーク模擬訓練 

決算書掲載頁　439

認知症になってもいつまでも河内長野市で暮らしていくことができるように、認知症の人や家族を支援するための仕組み
を作る
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細事業：認知症高齢者支援事業                                

１．認知症高齢者支援事業 

認知症になってもいつまでも住み慣れた河内長野市で暮らしていくことができるように、認知症の人や家族を支

援する仕組みづくりを進めた。  

(1)認知症サポーター養成講座 

 認知症について正しく理解してもらい、認知症になっても安心して暮らし続けられるまちづくりを実現する  

ため、認知症サポーター※養成講座を 15回開催し 459人が参加した。また、子どものうちから認知症について 

理解してもらい、偏見をなくすことを目的に、小学校 3年生～6年生を対象に認知症キッズサポーター養成講  

 座を１回開催し、小学生 20人が参加した。 

  

※認知症サポーター 

  国の認知症キャンペーンの一環で養成しており、認知症のことを正しく 

   理解し、偏見をもたず、認知症の人や家族を温かく見守り支援する人。 

 

(2)認知症フォーラム 

認知症について広く啓発することを目的に、平成 25年 12月 15日、キックスイベントホールで「いつまでもこ

ころ豊かにこのまちで」をテーマに認知症フォーラムを開催し、２２０人が参加した。 

  内容 【第１部】 

     ・講演会「認知症と平穏死」 

      講 師 長尾クリニック 

          院長 長尾 和宏氏 

     【第２部】 

     ・トークセッション 

      （コーディネーター）河内長野市生涯学習アドバイザー 嶋田崇彦氏 

      （パネリスト）ケア南海株式会社訪問看護ステーション 中山マキ子氏 

             グループホームらん          山戸江利香氏 

             認知症を抱える河内長野家族の会    富岡廣志氏 

 

(3)認知症コーディネーター事業 

  認知症の理解を深めて、認知症の人に対してやさしい街づくりをするために、認知症の専門的な研修を受けた

専門職がコーディネーターとして研修等を企画し実施した。 

  認知症コーディネーター数 ２７人 

  （活動）１）定例会議 月に１回 

      ２）専門職研修の企画・開催 

       ① 平成２５年８月２５日 「認知症のある人とのコミュニケーションで大切なこと」 

         講師 認知症介護コーチ ペ ホス 氏   参加者数 ６５名 

       ② 平成２６年２月１８日 「前頭側頭型認知症について」 

         講師 大阪府認知症疾患医療センター大阪さやま病院 

            院長 阪本 栄 氏         参加者数 ９８名 

      ３）認知症高齢者徘徊ＳＯＳネットワーク模擬訓練（介護保険事業者のみ） 

         サニータウンで、専門職がそれぞれ認知症の人、家族、地域の人になり、認知症の人が外出し 

        て自宅に戻ってこないという設定でネットワークを利用して模擬訓練を行った。    

 

(4)「介護マーク」を作成し、希望者に配付した。 

 

オレンジリングは認知症サポーター

のしるし 


